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SDGs有機農業フォーラム2019開催

　2018年4月に「国の主要農作物種子法（種子法）」が廃止
されたことを受け、当協会やJA県中央会等から、鹿児島県
に独自の条例制定を求める陳情を提出。県議会での審議を
経て、9月13日に三反園県知事が「本年度中に県独自の条例
を制定する」方針を明らかにしました。
 
　新潟、宮崎など11道県で独自の条例が制定されており、
他4県でも制定の準備が進められています。
（9月14日南日本新聞より） 陳情のきっかけにもなった、

5月の有機農業フォーラムでの
弁護士・元農林水産大臣 山田正彦氏
の講演

種⼦法に代わる県独⾃の条例の制定へ

　「SDGs時代の第一次産業はどうあるべきか、学校給食への有
機農産物の導入をきっかけに地域活性化が大きく前進している
いすみ市に学ぼう」というテーマで、SDGs有機農業フォーラム
2019が、10月25-26日に開催されることになりました。会場はそ
の現場、いすみ市で。
 　これは全国有機農業推進協議会（大和田世志人理事長－当協
会常務理事）が、「有機農業に取り組む各種の生産団体、消費
者団体、流通団体に呼び掛けて、一緒になって新しい潮流を作
り出していこう」と、みんなで実行委員会を作り、協議を重ね
て実現に至ったもの。
 
　「SDGs」は、「国連の持続可能な開発目標」のことで、
「2030年までに、本当に持続可能な世界を作るための、かなり
野心的な目標を世界全体で合意して、その達成を本気で目指し
ていこう」という枠組みです。
　その中での農業、特に有機農業はどう位置付けができるのか
という話や、学校給食で有機米100%の取り組みをしている千葉
県いすみ市の市長も参加して事例を語ってくれます。

(次ページへ）



　世界で400万人が参加した「グローバル気候マーチ」鹿児島でも“地球温暖化”が認識されて
から久しいですが、地球の温室効果ガス排出量は上がり続け、気温も徐々に上昇していること
が観測されています。
 
　「国連・気候変動に関する政府間パネル（IPCC）（世界の気候科学者を始めとした科学の総
力、といったイメージです）」の報告では、「産業革命前と比べて温度が2℃上昇すると、地
球環境と人間社会は壊滅的な打撃を受ける」と警告しています。現時点で既に1℃以上の上昇
が記録されており、上昇幅を1.5℃におさめることが、この世代にとって本当に重要だと言われ
ています。
　
　その中で、世界の若者がそのための意思決定を本気でしてほしいと、各国の政府や国連に対
して働きかけをしているのが、「グローバル気候マーチ」です。9月20日だけでも、世界中で
400万人が気候ストライキに参加しました。鹿児島でも、規模は小さいながら継続開催中で、
広報担当常務理事の石川も気候変動のプレゼンテーションを務め、南日本新聞にも掲載しても
らいました。
　有機農業は環境にやさしい農業ですので、気候変動に向けた対策として、社会の中でも重要
さが増してくることが期待されます。先の記事・SDGs有機農業フォーラム2019もその一環だ
と思っています。普及啓発事業としても、引き続き、有機農業の発信をしていきます。

  世界で400万人が参加した
「グローバル気候マーチ」鹿児島でも

　後援には農林水産省と環境省がついていて、省の垣根を超えての協働企画。また、「全国有
機農業推進協議会」「日本有機農業研究会」や、「農福連携自然栽培パーティ全国協議会」と
いった団体も共催で、“農業”の文脈でも横断的な連携であり、次の世代の有機農業を担う人た
ちも組織に入り、楽天株式会社など企業も加わっての開催。そういう意味で、日本の有機農業
の画期的なターニングポイントとも言える動きだと感じられています。
　全国の有機農業を推進する動きの中でも大切な動きですし、一般公募のイベントでもあるの
で10月25日・26日、東京の会場に足を運べる方はぜひご参加ください。

２

恒例の「九州・山口 種苗交換会」を夏にも開催

　当協会理事で、種取り農家の鶴田修市さんから「九州・山口 種苗交換会のご報告がありまし
た。
　8月10日〜11日(土日)、鹿児島・宮崎・熊本・福岡・長崎から合計13名が集い、種苗交換
会、懇親会・夜なべ談義、圃場見学（そのやま農園五ケ別府農場、鹿児島大学農学部、久木田
農園）と充実した2日間となったそうです。
（詳細は協会HPで発信予定です）



 
・韓国の小中高および特別支援学校の総数は11,800校、児童・生徒数は575万人（2017年）
 
・2017年度基準、学校給食全体の農産物に対してエコ農産物（有機栽培、無農薬栽培）の割合
は55.4％、チェジュ島は92.8％、全羅南道は91.5％と高い。ソウル市も２～３年後をめどに全品
エコ農産物に移行することを決めている。
 
・エコ農産物は慣行農産物より20～30％ほど価格が高く、この差額を各自治体が独自に予算を
編成して補助。この補助の法的根拠のための条例は、地域の保護者や生協などが協力して条例
制定のための署名運動などを実施して制定されたところも多いとのこと。
 
・各農産物ごとに営農組合を組織、供給業者と年間契約（価格と生産量）を結んで生産するケ
ースが一般的。これにより、エコ農産物生産農家の経営が安定し、生産量も増加した。特に、
稲作は技術的にも無農薬栽培が安定してきており、エコ農産物学校給食の原動力に。
 
・現在、韓国では全耕作地の５％近くがエコ農産物の農地。有機認証は、圃場の土壌検査も行
っている。認証に伴う費用は、ほとんどの場合自治体からの補助があり、農家の経済的な負担
は少ない。韓国では有機農業をはじめとするエコ農産物の栽培が年々拡大していて、その背景
の一つが学校給食でのエコ農産物の使用だと言われています。
 
　また、自治体はなるべく自分たちの地域でできた農産物を利用することを進めていて、地域
経済の活性化にも繋がっている好例。韓国において、学校給食でのエコ農産物の利用は、「安
心・安全な食材」というだけでなく、「有機農家の経営安定」と「地域経済の活性化」とに結
びついた政策といえるようです。
 

（参照元：韓国雑記帳（かんこくざっきちょう）
～日韓環境情報センター＆ジャパンフィルムプロジェクトブログ

　https://blog.goo.ne.jp/kankoku_zakkicho 
韓国のエコ農産物(有機・無農薬栽培)学校給食について 2019-06-21）

New Face !

はじめまして。
８月下旬より協会でパート勤務しております、久保田久美子と申します。
写真は、んんんん十年前の幼き頃の写真で何卒ご勘弁下さいませ
（久々に自分の写真を探しました）。
反抗期中の中学２年生と小学５年生（支援学級在籍）の男の子の母親
で、子育て奮闘中でございます。
協会では、請求書発行などの会計事務を担当しております。
まだまだ分からない事だらけですが、色々な事を少しずつ学んでいけ
たら、と思います。
これから、どうぞ宜しくお願い致します。

＼新職員紹介／

３

韓国のオーガニック給食



第１２回

国際オーガニック

映画祭報告！
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開催しました！

�

03

ご提供いただいたお茶や
紅茶、桑茶をcafeで。桑
茶も大人気！

04

02

映画祭オリジナルスイー
ツ。甘酒やデーツなどの自
然の甘さでスイーツを味わ
う機会になりました。
（上映作品のシュガーブル
ースからインスピレーショ
ンを受けノンシュガー
に。）
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つながるマルシェ(雲月
農園さん）加工品や
様々なヴィーガンスイ
ーツがあって美味しそ
う！

THANK YOU！
FOR・・・
 

つながるカフェで感想
や情報を。知らない同
士でも共有できる場で
した。

06

07

かごしま食の家族・春花秋冬・
スタジヲもみの木
・喜ぶオーガニックベーカリー
ひまわり・雲月農園・宇治農園

石川理事による上映前に
挨拶。つながるカフェへ
呼びかけ。

㈱春日園川路製茶
㈲鬼塚製茶、鶴田製茶、
えらぶ特産品加工場

賑わう会場のガーデンズ
シネマ。

キッシュやスコーンも朝
の出来立てだそう。スタ
ジヲもみの木さんはフェ
スタでも常連さんです。

01

(マルシェ）

(お茶）

（スイーツ）

雲月農園、
路地バーのら、
veda_sultemfass

　今年の映画祭は９月８日（日）ガーデンズシネマで４作品上映しまし
た。初の試みOrganicスイーツ＆ドリンク付チケット（１５００円）は
大好評でした！
　つながるカフェ＆マルシェは映画の世界観を思わせるような工夫を。
上映後はcafeで感想や今思っていることや気になることをお話しする場
にしたり、パンやスイーツ、お花などを買って帰れるマルシェも大賑わ
いな１日でした。
　今年からは１２月と２月にも開催予定です。追ってお知らせしますの
でお見逃しなく！
 

４



11⽉23⽇24⽇はオーガニックフェスタへ！

�

12年目を迎えるオーガニックフェスタのドルフィンポート会場は今年
が最後となり来年からは吉野公園が会場予定となります。
現在、実行委員会で話し合いを重ね絶賛準備中！
およそ2か月掛けて制作したパンフレットもようやく！でき上がりまし
たので会員の皆様へいち早くお届けします！
詳しくは同封しておりますので是非！ご覧ください♪

5

 ⽇本有機農業研究会などの全国的な運動団体をはじめ、周りの農家のみなさんからも、有機農家
だけに義務づけられる法制化とコスト負担に対しては否定的な意⾒が多い中、変えられぬ流れであ
るならば、現実的な選択によって有機農家を守ろうと、地元に登録認証機関をつくるという苦渋の
決断に⾄ったのでした。
 
 有機農業はそれ⾃体が⼤きな社会貢献。
有機農業の価値観や世界観は、今話題のSDGsの草分けとも⾔えるものだと私は考えています。
 
 今や持続可能な社会を⽬指すSDGsが国際⽬標となり、国や企業をあげて叫ばれる時代になりまし
たが、当時は考え⽅すら追い付かず、有機JASの運⽤にあたって「性悪説」で取り組むように、農
⽔省の担当者が求めるような状況でした。私が⾃分の⾮⼒をかえりみず、事務局⻑を引き受けたの
も、国との窓⼝に⽴って少しでもそのギャップを埋めたいという願いからでした。
 
 今思えば、あまりにも無理な状況で、無理な年⽉を重ねたような気がします。
 
 幸い？というか、公平性の観点から、認証事業者の役員は認証業務に関われない、ということに
なり、5年ほど前からは事務局⻑、専務理事も降りて、分不相応な過酷な⽇々から卒業しました。
 
 
 

 ⿅児島県有機農業協会の⽴ち上げから関わり始めてもうすぐ20年になり
ます。設⽴総会は1999年12⽉1⽇、⽇本でも有機認証制度が始まるという
ので勉強会を開いたり、設⽴準備会を発⾜させたり、慌ただしい秋の終わ
りでした。
 

常務理事会から会員のみなさまへ

副理事長　大和田明江

 

フェスタポスター制作
理事兼検査員・判定員　浜地克徳氏作
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（畜産の認証が始まりました）
  新たな認証事業として、２０１８年度から有機飼料（農産・加⼯）と有機畜産の認証が始ま
りました。そのため今までに有機飼料（農産）の認証は１件ありましたが、有機飼料（加⼯）
と有機畜産物の認証は皆無の現状です。認証事業者の皆様の知り合いで、畜産関係に有機畜産
に興味がある⽅がおられましたら、是⾮当協会あてに教えてください。
 なんといっても⿅児島県の農業産出額は、２０１７年で過去最⾼の5000億円となり、北海道
に次いで全国２位の農業県となっています。中でも畜産は3162億円を占める全国有数の畜産県
ですので、有機畜産を全国に先駆けて広めていきたいものです。
 

 

（年次調査が遅れている方へ）
 有機農産物や有機加⼯⾷品の認証事業の皆様には、概ね１年に１回は定期調査を受けること
が義務付けられています。
 定期調査が何らかの理由で遅れてしまいますと、認証の技術的基準を満たしてないという不
適合事項となり、判定会議でこれの審査が⾏われます。内容によっては、格付業務及びJASマ
ーク貼付品の出荷の停⽌となります。よって認証業者の皆様⽅には、毎年定期的に調査を受け
られるように、しっかりと記録を取り、保存されることをお願い致します。
                                   （次ページへ）
 

 

 

副理事長  認証担当常務理事    井上清視

 そして、今年の7⽉31⽇。有機JAS登録認証機関協議会が⿅児島で開催され、全国の登録認定機関
の皆さんと本当に久々に再会しました。幹事⻑団体の幹事⻑役を務める⽥代理事⻑が都合がつかな
いため司会進⾏役を引き受けて、共に戦った仲間達と忌憚のない意⾒を交わし合えた事は私の中で
も⼤きな区切りになりました。
 
 登録認証機関協議会の役割について「10年前から議論が変わっていない」とつい⾔ってしまった
ら、みんなで⼤笑い。
 
 未熟な果実を抱えて必死に⽣きた⽇々から、わずかだけれど実りあるひとときを感じて、未だ報
われない有機農業のこれからに希望を託す思いでした。

認証事業を進めて思う事



 企画広報担当の常務理事を務めさせていただき2年が経ちました。企画広報の役割は協会の
内外に対して有機農業に関わる情報発信やPR活動を⾏うものです。その柱となるのが国際オー
ガニック映画祭とオーガニックフェスタです。また機関誌のOrganicやこあぷれすの定期的な
発⾏も企画広報メンバーを中⼼に⾏われています。最近では久しぶりのホームページリニュー
アルも実現しました。
 
 私は以前、協会と同じNPO法⼈である「かごしま⾷の家族」で事務局⻑を10年ほど努めて
いましたが、そこでも有機農業をどう発信していくか、有機野菜の魅⼒や美味しさを消費者に
どう伝えるか、という「普及啓発」を⼤きなテーマにしていました。普及啓発をすることによ
って初めて有機農業が世間に広く理解され、農産物の購⼊につながっていくという考えからで
す。
 
 また農業が⺟体のそのやま農園という会社を経営していますので、野菜をたくさん作って、
それが思った値段で売れていかなければ⽣活はできません。ところが農産物の市場を⾒ている
とそういう仕組みにはなっていないところがあります。農薬や化学肥料を使わずに作物を育
て、商品として市場に送り出すには⻑い時間をかけて⼟づくりをする必要があり、労⼒的にも
⾦銭的にも相応の病害⾍対策を講じなければできません。そのような作り⼿の努⼒を広く伝え
ていくのも普及啓発の⼤きな役割だと思います。それを押し付けではなく、慣⾏の農業を悪と
するでもなく、スマートに伝えていくことを使命としています。
 
 有機農業で⽣み出される農産物は安全で美味しいのはもちろんのこと、社会的な貢献や環境
負荷の軽減などの多⾯的な側⾯をもっと消費者に伝え、欧州の有機農業のように国が全⾯的に
バックアップし、有機農産物を利⼰的消費だけでなく倫理的な観点からも⾷べていただけるよ
うに、そういう普及のあり⽅を考えていきたいと思います。

企画広報担当常務理事    園山宗光

（農薬検出のことについて）　
 前回でもお知らせしましたが、絶対にあってはならない有機農産物・有機加⼯⾷品から農薬が検
出される事例が近年何件か発⽣しています。
 認証事業者の⽅が間違って散布されることはないと考えます。⼀⽅、他社からのドリフトも考え
られますが、原因究明には⾄ってません。隣接地との緩衝距離を設けるとか、隣接地の⽅々に協⼒
をもらえる体制づくりをよろしくお願い致します。
�

7

今年度よりから広報誌

「Organic」は今まで年１回発⾏か

ら年２回（９⽉・３⽉発⾏）へ。

有機農業ステップアップセミナー初

開催！

ホームページリニューアル！

など様々取り組んでいます。
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　これまで、有機JAS講習会とフォローアップ講習会は同時に開催していましたが、今年度それぞれ別
の日程で開催することとなりました。
　11月開催のフォローアップ講習会日程が決まりましたので、ご案内させていただきます。
　
　フォローアップ講習会は11月8日に開催します。対象は以前有機JAS講習会を受講したことがある方と
なっております。法改正などもありますので、一度受講された方々もぜひ定期的に受講いただきますよ
う、よろしくお願いいたします。
　
　※詳細案内と申込については別紙を参照ください。
 
　尚、新規事業者や既存事業者の初めて受講する方向けである有機JAS講習会は、次回は来年1月を予定
しております。詳細案内と申込については次号こあぷれす第83号(12月発行)でお知らせさせていただき
ます。

認証部よりお知らせ

　2019年度も残り半分となりました。今号で掲載させていただいたご報告の通り、秋の
国際オーガニック映画祭も会員の皆さまのご協力のもと大盛況の中無事に終えることが
できました。心より感謝申し上げます。
 
　今後も当協会のパンフレットの改訂や11月に開催されるオーガニックフェスタなどを
通して、有機農業や有機JASについての情報を発信していく予定です。
 
　つきましては、年会費をまだ納入いただいていない会員の皆さまには、お早目にお振
込みいただきたくお願い申し上げます。ゆうちょ銀行をご利用の方は同封の振込用紙を
ご利用ください。その他の口座は以下の通りです。
　
　今後ともご支援ご協力のほどよろしくお願いいたします。

会費納⼊のお願い

フォローアップ講習会のご案内

協会より


